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こ
こ
に
一
枚
の
新
発
見
の
写
真（
図
�
、The

U
ni

 
    
  
‐

versity
of

T
okyo

1877

            
         –  2000

    　

大
学
史
史
料
室

編
）が
あ
る
。大
正
三
年
に
竣
工
し
た
法
文
科
大
学
講

義
室
の
内
部
が
写
っ
て
い
る
。
こ
の
建
築
は
「
八
角

講
堂
」
と
俗
称
さ
れ
て
い
た
。
関
東
大
震
災（
大
正

一
二
年
）で
類
焼
し
た
後
、ト
タ
ン
屋
根
を
懸
け
る
と

い
う
応
急
処
置
を
受
け
た
が
、
数
年
後
に
取
り
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ん
の
十
数
年
だ
け
の
命
だ
。
し

か
し
、
建
設
当
時
の
設
計
図
が
施
設
部
に
残
さ
れ
て

い
て
詳
細
ま
で
わ
か
る
。
ゴ
チ
ッ
ク
風
の
外
観
は
明

治
一
〇
年
代
の
法
文
科
大
学
校
舎
の
様
式
に
倣
っ
て

い
る
が
、
独
立
性
の
強
い
八
角
形
と
い
う
形
そ
の
も

の
が
印
象
的
だ（
図
�
）。
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
魅

力
的
な
の
は
内
部
の
天
井
の
作
り
方
だ（
図
�
）。
格

子
で
組
ん
だ
ド
ー
ム
に
な
っ
て
い
て
、
屋
根
を
支
え

る
鉄
骨
か
ら
吊
り
下
げ
て
い
た
。

　

こ
の
写
真
を
見
て
改
め
て
驚
い
た
。
ま
る
で
ロ
ー

マ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
言
い
過
ぎ

だ
と
す
れ
ば
東
京
駅
の
ド
ー
ム
か
。
大
き
な
空
間
の

質
を
決
定
す
る
の
は
天
井
の
表
現
だ
。

　

そ
う
言
え
ば
、
安
田
講
堂（
大
講
堂
）の
天
井
も
凝

っ
て
い
る（
図
�
）。
大
き
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
中
央

か
ら
下
が
り
、
同
心
円
状
の
輪
が
幾
重
に
も
か
さ
な

り
、
幾
何
学
的
な
模
様
が
入
っ
て
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

の
光
を
天
井
裏
か
ら
取
り
込
ん
で
い
る
。

　

東
大
の
講
堂
を
調
べ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
工

部
大
学
校（
工
学
部
の
前
身
）の
講
堂（
図
�
）に
た
ど

り
つ
い
て
し
ま
う
。
虎
ノ
門
に
明
治
一
一
年
に
竣
工

し
た
校
舎
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
ボ
ア
ン
ヴ
ィ
ル
の
設
計

に
な
る
が
、
中
央
に
講
堂
が
で
ん
と
構
え
て
い
た
。

内
部
は
極
め
て
装
飾
豊
か
で
、
天
井
は
華
や
か
な
格

天
井
で
あ
る
。
明
治
初
期
、
東
京
に
ま
だ
本
格
的
西

洋
風
建
築
が
無
い
時
代
、
様
々
な
催
し
に
用
い
ら
れ

た
と
い
う
。

　

今
回
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
を
調
べ
て
み

た
ら
二
重
に
驚
い
た
。
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
気
に

な
っ
て
い
た
三
つ
の
講
堂
が
全
部
卒
業
式
に
関
わ
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
東
京
大
学
が
帝
国
大
学
と
な

っ
た
直
後
、
明
治
一
九
年
七
月
一
〇
日
に
挙
行
さ
れ

た
第
一
回
目
の
卒
業
式（
卒
業
証
書
授
与
式
）は
「
工

科
大
学
中
堂
」
を
会
場
と
し
た
。
本
郷
で
工
科
大
学

の
校
舎
が
竣
工
す
る
の
は
二
年
後
の
七
月
だ
か
ら
、

こ
れ
は
当
然
旧
工
部
大
学
校
の
講
堂
だ
。
卒
業
生
は

一
〇
〇
人
内
外
だ
が
、
列
席
者
は
三
〇
〇
人
を
越
え

た
と
い
う
。
明
治
二
二
年
か
ら
は
新
築
の
工
科
大
学

中
庭
で
挙
行
さ
れ
た
。
遅
れ
て
帝
国
大
学
に
編
入
さ

れ
た
工
科
大
学
の
建
物
が
使
わ
れ
た
の
は
面
白
い
。

卒
業
式
に
ふ
さ
わ
し
い
、
大
規
模
な
立
派
な
施
設
が

他
に
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

式
場
は
明
治
二
六
年
か
ら
附
属
図
書
館
と
な
り
、

さ
ら
に
大
正
三
年
に
八
角
講
堂
が
竣
工
す
る
と
、
翌

年
か
ら
こ
こ
に
移
る
。
前
出
『
五
十
年
史
』
は
「
中

央
大
講
堂
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。
卒
業
生

が
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
時

で
、
新
た
な
広
い
場
が
必
要
と
な
っ
た
ら
し

い
。
明
治
三
二
年
以
来
、
卒
業
式
に
は
天
皇

の
臨
幸
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

に
式
場
に
は
極
上
の
デ
ザ
イ
ン
が
要
求
さ
れ

た
。
し
か
し
、
大
正
七
年
を
も
っ
て
大
学
全

体
で
の
卒
業
式
は
廃
止
さ
れ
、
臨
幸
も
な
く

な
っ
た
。

　

安
田
講
堂
が
大
正
末
年
に
計
画
さ
れ
た
の

は
、
天
皇
の
再
び
の
臨
幸
を
願
い
、
便
殿（
天

皇
の
休
息
所
）を
備
え
た
大
講
堂
を
造
ろ
う

と
し
た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
学

内
の
見
事
な
講
堂
は
、
卒
業
式
と
天
皇
の
臨

幸
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。

ふ
じ
い
・
け
い
す
け（
大
学
院
工
学
系
研
究
科
助
教
授
）

東
大
の
講
堂
と
卒
業
式

ふ
だ
ん
何
気
な
く
行
き
交
う
キ
ャ
ン
パ
ス
。

　
　

そ
の
歴
史
あ
る
た
た
ず
ま
い
に
眼
を
向
け
る
と
、

　
　
　
　
　
　

新
し
い
発
見
に
出
会
う
。

散
歩
人

藤
井
恵
介
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本号の編集、写真の使用にあたって

は、多くの方々にご助力、ご協力をい

ただきました。

表紙の写真は、2000年4月に柏キャン

パス（千葉県柏市）へ移転した物性研

究所です。
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